




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いる。『戦史』1. 7. 35; 1. 10. 11; 3. 7. 26; 7. 21. 23; 『建築物』
3. 2. 9; 3. 4. 19.
()417　本書 8. 7-8および 26. 23を参照。














ては、本書 11. 14-36、16. 19-21などを参照。少年愛の処
罰については、538年（？）の勅令も参照（T. C. Loung-
his, B. Blysidou, St. Lampakes, Regesten der Kaiserurkunden 
des oströmischen Reiches von 476 bis 565, Nicosia, 2005 ［以
下 Regesten］, Nr. 1159）。ビザンツにおける同性愛につい
ては、S. N. Troianos, “Kirchliche und weltliche Rechtsquellen 
zur Homosexualität in Byzanz,” Jahrbuch der österreichischen 























疑的である。J. O. Ward, “Procopius, « Bellum Gothicum » 
II.6.28: The problem of contacts between Justinian I and 
Britain,” Byzantion 38 (1968), pp. 460-471を見よ。
()431　本書 8. 5-6および 11. 5-11を見よ。
()432　「長官 ἔπαρχον」はここでは都市長官 praefectus urbiを指
している。本書 7. 19も参照。
()433　かつて皇帝レオ 1世とゼノは私的な独占や価格協定を
禁止していた（473年と 483年。『勅法彙纂』IV. 59. 
1-2）。ここでユスティニアヌスがそうした過去の法を無
視しているとプロコピオスは示唆するわけだが（Regesten 
Nr. 535 and 1075）、帝国がペストに襲われてすぐ後の 544
年の『新勅法』122においては、ユスティニアヌスは都市
長官に対して、価格上昇を抑える旨の指令を出している。
本書 25. 13、26. 19、26. 36も参照。
()434　「民衆を担当する役職 ἡ τῷ δήμῷ ἐφεστῶσα ἀρχή」。都市
長官 praefectus urbiを指す。同じ呼び方は本書 7. 19にも
現れる。
()435　「民衆のプレトル πραίτωρ δήμων / praetor plebis」は『新
勅法』13（535年 ; Regesten Nr. 1083）によって設置され、
夜警長官 praefectus vigilumを置き換えた（マララス『年
代記』18. 85）。本書 11. 37に出てくる「泥棒担当 ἐπὶ τοῖς 
κλέπταις」に同じ。
()436　「キエシトル κοιαισίτωρ / quaesitor」は 539年に設置さ


























ついては、A. Kaldellis, Hellenism in Byzantium: The Trans-
formations of Greek Identity and the Reception of the 
Classical Tradition, Cambridge, 2007, pp. 42-82を参照。
()440　北アフリカ出身のユニロス（PLRE III A, p. 742; 





イング（Dewing 1935, p. 241）や、マイヤー /レッピン






当時の教育課程については、A. Markopoulos, “Education,” 
in E. Jeffreys et al. eds., The Oxford Handbook of Byzantine 
Studies, Oxford, 2008, pp. 787-795; 和田廣 ｢ビザンツ知識
人とヒューマニズム ｣『地中海研究所紀要』5（2007）、
11-24頁を参照。




()442　アリストファネス『雲』225より。本書 13. 11および 18. 
29も参照。
()443　カルデリス（Kaldellis 2010, p. 93）が説明するところで
は、ここで大金を渡す者たちは、彼らが目論む不法行為
に対する保護を求めている。







（貨幣の 1種）とされる。N. Oikonomidès, Fiscalité et 




は Regesten Nr. 876を参照。J. Haldon, “Aerikon/aerika: a 
re-interpretation,” Jahrbuch der österreichischen Byzantinis-
tik 44 (1994), pp. 135-142も参照。
()447　Cf. Regesten Nr. 690.
()448　カッパドキアのヨアンニスは 531年から 541年まで道
長官の任にあった（532年のニカの乱の際、一時的に更
迭）。Cf. Regesten Nr. 1253.







































()459　テオドトス（PLRE III B, p. 1301）はカッパドキアのヨ
アンニスの後を継いで 541年から 542年まで道長官を務
め、また 546/547年から 548年まで、ペトロス・バルシ
ミスの後継として道長官に再任された。Cf. Regesten Nr. 
1243 （典拠を本書 22. 3とするミス）.
()460　シリア出身のペトロス・バルシミス（PLRE III B, 
pp. 999-1002）は、金融の仕事で成り上がり、542年には
聖室財務長官 comes sacrarum largitionum（547/548年に再
任；本書 22. 12および 22. 33を参照）、名誉コンスル、パ
トリキオスであった。543年から 546年まで、テオドト
スを継いでオリエンス道長官となった（555-562年にも再





24. 12および『戦史』2. 7. 37、4. 15. 55、4. 18. 9、4. 26. 
12、7. 6. 6、7. 11. 14、7. 12. 2、7. 12. 7、7. 30. 8、7. 36. 7、






()465　官房長官 magister officium / μάγιστρος τῶν ὀφφικίωνのこ
と。マラヴァル（Maraval 1990, p. 183）によれば、ユスティ
ニアヌス期において官房長官の職務の一部は、道長官の
それに転じたとされる。





Brandes 2002, S. 18-32）。「プリバタ」は皇帝家の私財を
指し、「パトリモニオン」は皇帝個人の財産を指す。それ
らの管理は当初私財管理長官 comes rerum privatarumに委
ねられていたが、アナスタシウス帝の改革によって、お
そらく 498年以降、皇帝直轄領については新設の世襲財
管理長官 comes patrimoniiが担当した（Ibid., S. 32-39）。
()467　Cf. Regesten Nr. 522.










には絞れない（Maraval 1990, p. 183はこの出来事の年代
を 544年とするが、根拠を明示しない）。
()471　「徴発 συνωνή / coemptio」は現物財産の強制的な買い上






しくは、J. Haldon, “Synônê: re-considering a problematic 
term of middle Byzantine fiscal administration,” Byzantine 





















Bellinger, Catalogue of the Byzantine Coins in the Dumbar-
ton Oaks Collection and in the Whittemore Collection, vol. 1, 
Washington, D.C., 1966, pp. 72-73; M. Henry, Studies in the 
Byzantine Monetary Economy c.300-1450, Cambridge, 1985, 
pp. 492-493を見よ。P. Sarris, Economy and Society in the 
Age of Justinian, Cambridge, 2006, pp. 218-219は、この改














（本書 23. 6）。マララス『年代記』18. 27-29では地震によ
る被害を被ったアンティオキア、セレウキア、ラオディ
キアの 3市に対し、3年間の租税免除を行っており、また
















を認めている（『戦史』1. 7. 35; Regesten Nr. 285）。とは









（Kaldellis 2010, p. 102）は指摘している。
()492　「賦課 ἐπιβολή」。下記、本書 23. 15-16を見よ。
()493　「布告 διαγραφή」。下記、本書 23. 17-19を見よ。
()494　写本に従って「ἀποκομίζειν」を読む。


















Gascou, “De Byzance à l’Islam : les impôt en Égypte après la 
conquête arabe, à propos de K. Morimoto, The Fiscal Admin-
istration of Egypt in the Early Islamic Period,” Journal of the 
Economic and Social History of the Orient 26 (1983), pp. 97-
109 (repris dans id., Fiscalité et société en Égypte byzantine, 





いである。同様の表現は本書 21. 23や 22. 10に見られる。
()501　「12分の 1 δωδεκάτη」。この数字は 5世紀には、辺境軍
司令 duces limitumが辺境軍の兵士らの給料から天引きす
る分を指した。Brandes 2002, S. 258-259を見よ。年代に
































用いている（同書 4.27.38, 5.18.40, 7.9.12など）。より詳
しくは、Kaldellis 2010, pp. 105-106; idem, Hellenism in 
Byzantium, pp. 42-119 and pp. 173-174を参照。
()504　「近衛兵のある者ども τῶν Παλατίῳ φυλάκων τινὲς」。ラテ
ン語では excubitores。本書 6. 3も参照。






()507　Cf. Regesten Nr. 731. なお本章 12節と 13節の大部分
が、『スーダ』「リミタネイ λιμιταναῖοι」の項目に用いられ
ている。










ネイを設置している（『勅法彙纂』1. 27. 2. 8）。より詳し
くは、A. H. M. Jones, The Later Roman Empire, 284-602: A 
Social Economic and Administrative Survey, Vol. II, Oxford, 
1964, pp. 649-654および 659-663を見よ。
()509　「スホラリイ σχολάριοι / scholarii」は、4世紀初頭に設
置され、5世紀始めにはそれぞれ 500人の兵を抱える 12
















H. Hashikawa, “The Armenian Element in Early Byzantium: 
A Prosopographical Perspective,” in: T. Nakatsukasa ed., 
Humaniora Kiotoensia: On the Centenary of Kyoto Humani-
ties, Kyoto, 2006, pp. 181-213を、より広いコンテクスト
については、N.G. Garsoïan, “Armenian Integration into the 
Byzantine Empire,” in: H. Ahrweiler and A.E. Laiou eds., 
Studies on the Internal Diaspora of the Byzantine Empire, 
Washington, D.C., 1998, pp. 53-124を参照。なお本章 15
節と 16節は『スーダ』「スホラリイ σχολάριοι」の項目に
用いられている。











()515　「ドメスティキならびにプロティクトレス δομέστκοί τε 
καὶ προτίκτωρες / protectores (et) domestici」はスホラリイ
と同じく 4世紀初頭に設置された護衛部隊を起源とする。
5世紀末以降、軍務につかない人物にもこの職が与えられ
るようになった（Meier / Leppin 2005, S. 208-209）。詳し
くは Jones 1964, pp. 657-658を参照。
()516　つまり金貨にして 720,000枚である。マラヴァル






















angustiarum Pontici maris / κόμης τῶν στενῶν τῆς Ποντικῆς 
θαλάσσηςと呼ばれ、いくらかの軍事的権限も持ち合わせ
たようである（とりわけマララス『年代記』18. 14）。




アニナス・アッデウス（アッデオス）（PLRE III A, p. 14-






















2006, pp. 218-219を参照。なお、本章 12節は、『スーダ』
「κέρμα」（硬貨）、「ὀβολοῦ」（オボロス）の各項目に利用
されている。







ては、N. Oikonomides, “Silk Trade and Production in Byz-
antium from the Sixth to the Ninth Century: The Seals of 
Kommerkiarioi,” Dumbarton Oaks Papers 40 (1986), pp. 33-















はM. Reinhold, History of Purple as a Status Symbol in 












スピ海南東岸とする説を提起している。H. Wada, Prokops 
Rätsewort Serinda und die Verpflanzung des Seidenbaus von 
China nach dem oströmischen Reich, Diss. Universität zu 
Köln, 1970; id., “ΣΗΡΙΝΔΑ. Ein Abschnitt aus der byzan-
tinischen Seidenkultur,” Orient 14 (1978), S. 53-69を見よ。
()531　 マ ラ ヴ ァ ル や コ ン カ と と も に、 写 本 の「τούς 
διαφερομένους」ではなく、『スーダ』「διώμοτος」（誓約を
結んだ）の項目におけるヴァリエーションに従って「τοῖς 
διαφερομένοις」と読む。Maraval 1990, p. 187を見よ。
()532　Regesten Nr. 1004によれば、この勅令は『勅法彙纂』3. 
2. 6に対応する可能性が高い。とはいえ宣誓による紛争解
決に関する勅令は数多く確認されるほか、サリス (Wil-
liamson and Sarris, p. 105, note 146)によれば、6世紀のエ
ジプトで作られた、和解に関連する多くのパピルス史料
が現存するという。Cf. Regesten Nr. 643, 645, 655, 668, 















()534　元老院議員からの没収については本書 12. 12、19. 12、










()536　「自由なる事物の教師 διδασκάλους τῶν ἐλευθερίων」。形
容詞「自由なる」の後に来るべき名詞は省略されており、
解釈は訳者によって分かれる。すなわち、「自由な生まれ
の子らの of free-born children」や「自由な家族の子ら des 




















（etiam annonas, quae grammaticis ac oratoribus vel etiam 
medicis vel iurisperitis antea dari solitum erat, et in posterum 






という問題について、カルデリス（Kaldellis 2010, p. 114）












に関しては、さしあたり P. Horden, “Health, Hygiene, and 
Healing,” in: Jeffreys et al. eds., The Oxford Handbook of 


















ニアヌス自身は 521年、528年、533年および 534年の 4
度コンスル職に、ベリサリオスも 535年にこの職に就い
ている。その他のコンスル就任者についてはM. Meier, 
“Das Ende des Konsulats im Jahr 541/42 und seine Gründe. 
Kritische Anmerkungen zur Vorstellung eines ›Zeitalters Jus-
tinians‹,” Zeitschrift für Papyrologie und Epigraphik 138 
























()551　「シレンティアリイ σιλεντιάριοι / silentiarii」は宮殿にお
ける警備担当者を指し、5世紀のコンスタンティノープル










の 1の容積となる）。さしあたり Prokopios, The Wars of 
Justinian, translated by H. B. Dewing, revised and modern-
ized, with an introduction and notes by A. Kaldellis, 
Indianapolis, 2014, p. 546を見よ。
()554　アレクサンドロス・プサリディオス（＝「ハサミ」；













期のテルモピレについては E. Kislinger, “Ein Angriff zu 
viel. Zur Verteidigung der Thermopylen in justinianischer 
Zeit,” Byzantinische Zeitschrift 91 (1998), S. 49-58.
()557　Cf. Regesten Nr. 1233. ユスティニアヌスによる同様の
政策については、本書 26. 6も見よ。
()558　イフェストス（PLRE III A, p. 582-583）は北エジプト
の有力貴族で、540年代の半ばにはアレクサンドリア長官
（dux et praefectus Alexandriae）としてその名が確認され
る（Regesten Nr. 1312; その任務については『新勅法』所
収の Edict 13）。彼は 551年から 552年にかけてオリエン
ス道長官も務めている。














ている（Meier / Leppin 2005, S. 217）。
()566　ユスティニアヌスの偽善的性格については、とりわけ
本書 13章や、8. 24、29. 1を参照。
()567　プロコピオスによる「神」の用法については、本書 4. 
42、4. 44、5. 38、18. 3、28. 13を参照。
()568　とはいえプロコピオスは、ユスティニアヌスによる弁












簡便な見取り図としてW. Hage, Das orientalische Chris-
tentum, Stuttgart, 2007, S. 70-78を参照。パウロスについ
ては B. Gleede, “Liberatus’ Polemik gegen die Verurteilung 
der drei Kapitel und seine alexandrinische Quelle. Einige 
Beobachtungen zu Breviarium 19-24,” Zeitschrift für Antikes 
Christentum 14-1 (2010), S. 96-129.
()571　ロドン（PLRE III B, pp. 1085-1086; Regesten Nr. 1152）














()575　本書 10. 15、13. 19、14. 8を参照。
()576　アレクサンドリア総主教パウロスは、単性論派であっ
たエジプトの軍司令官 magister militum、エリアス（PLRE 










クサンドリアの長官 dux et augustalis Alexandriaeに任命
され、ここでプロコピオスが述べる問題に対処した














Polemik”および Regesten Nr. 1219を参照。
()581　Cf. Regesten Nr. 690, 1179.













端とされた。詳しくは C. Sotinel, “Emperors and Popes in 
the Sixth Century: The Western View,” in M. Maas ed., The 
Cambridge Companion to the Age of Justinian, Cambridge, 
2005, pp. 267-290.
()587　カルデリス（Kaldellis 2010, p. 122）が指摘するとおり、
ここでユスティニアヌスは自らが定めた聖職売買を禁ず
る法を犯したことになる（『新勅法』6 ［535年］. Cf. 同
123 ［544年］、137 ［565年］）。
()588　サマリア人に対する抑圧については本書 11. 24以下を
見よ。このファウスティノス（PLRE III A, pp. 478-479）
はおそらくパレスティナとフェニキアの統治者であり
（536年より後？）、後には両地域における帝室所領の管理













とするよう定めている（P.Noailles / A. Dain, Les novelles 
de Léon VI le sage, Paris, 1944, pp. 268-269）。ビザンツに
おける文書偽造一般については今なお F. Dölger, “Urkun-
denfälscher in Byzanz (1952),” in id., Byzantinische 
67
プロコピオス『秘史』──翻訳と註（3）
















いる（Regesten Nr. 1244; 『新勅法』131. 6 [545年 ]）。よ
り詳しくはMeier / Leppin 2005, S. 222-223を見よ。なお
本章 1-9節の大部分が『スーダ』「Πρίσκος」（プリスコス）
の項目に引用されている。





42、4. 44、5. 38、18. 3、27. 2を参照。
()601　エメサにおけるロンギノスの任務については、Regesten 
Nr. 1089も参照。




























ては Regesten Nr. 1310を参照。ビザンツ帝国におけるユ
ダヤ人は概して比較的寛容な扱いを受けていたとされる
が（Cf. A. Sharf, Byzantine Jewry from Justinian to the 
Fourth Crusade, London, 1971, pp. 19-41）、ユスティニア
ヌスが様々な禁令をユダヤ人に向けて発布していること
も事実である。マラヴァル（Maraval 1990, p. 190）に従っ
ていくつかを紹介すると、キリスト教徒との裁判におい
て証言することの禁止（『勅法彙纂』1. 5. 21; 『新勅法』
45. 1）、キリスト教徒の奴隷を持つことの禁止（『勅法彙
纂』1. 3. 54. 8、10. 2; 『新勅法』37. 7）、シナゴーグのキ
リスト教聖堂への転用（『新勅法』37. 8; 『建築物』6. 2. 22
ほか）などである。ビザンツ帝国におけるユダヤ人の問
題に関しては、現在ではまず R. Bonfil et al. eds., Jews in 
Byzantium: Dialectics of Minority and Majority Cultures, 
Leiden, 2012の所収論文を参照。
()605　本書 27. 17を参照。ヨアンニス・ラクサリオン（PLRE 
III A, p. 642）は 542年頃にリベリウスの後任としてアレ
クサンドリア長官 dux et augustalis Alexandriaeとなった。
Cf. Regesten Nr. 1274.
()606　ペラギウスについては本書 27. 17も参照。
()607　Cf. Regesten Nr. 1273.
()608　エウデモン（PLRE III A, pp. 455-456）が務めた具体的
な役職は不明である。マイヤー /レッピン（Meier / Lep-
pin 2005, S. 224）によれば、curator domus divinaeか、可




()610　聖室長官 praepositus sacri cubiculiを務めたエウフラテ










()611　本書 19. 11を参照。年代については Regesten Nr. 525
（527-537年？）。
()612　Regesten Nr. 790を参照。このイリネオスは、マイヤー
/レッピン（Meier / Leppin 2005, S. 225）によれば、530
年にパレスティナの長官だった人物と同一の人である可
能性が高い（PLRE II, pp. 625-626）。彼は 520年代後半に
ラジキに派遣されてペルシャと戦ったほか（『戦史』1. 12. 
14）、529年にはサマリア人の反乱鎮圧に携わった（マラ















()617　Cf. Regesten Nr. 1100.
()618　アナトリオス家の事例は、6世紀ケサリアにおけるエ
リート階層の実態を探る上で重要である。K. G. Holum, 
“The Survival of the Bouleutic Class at Caesarea in Late 
Antiquity,” in A. Raban / K. G. Holum eds., Caesarea Mari-
tima: A Retrospective after Two Millennia, Leiden, 1996, 





()619　このレオンについては本書 14. 16および 17. 32を見よ。




()620　Cf. Regesten Nr. 1254.
()621　ヘロドトス『歴史』8. 98におけるアケメネス朝ペル
シャの駅伝制度と比較せよ。










ドス『ローマ国家の要職について』3. 61）。K. Belke, 




























「ἐλάνθανε τῶν ἐν Ῥωμαίοις γινομἐνων. ὁ δὲ Ἰουστινιανὸς οὐδ’ 
ὁτιοῦν ἀναλώσας καὶ αὐτὸ τὸ」という語句を補っている。一
方、クラシェニンニコフは「τῶν ἔν γε Ῥωμαίων τῇ ἀρχῇ 
τότε γινομένων ἤ καὶ βεβουλευμένων λέληθεν . ὁ δὲ 






るとおり「οὐδὲν γὰρ αὐτὸν τῶν κατασκόπων ὄνομα ἐξέτριψεν 
















（Kaldellis 2010, p. 131）は推測している。緋色は皇帝家の
特権的な色であった。たとえば本書 25. 21を参照。
































81頁左段 2行目：「『建築』」→「『建築物』」（註 62, 71, 147, 
165, 217の『建築』も同様）






















G. Compagnoni, Opere di Procopio di Cesarea. Storia segreta 
e gli edifizii (Milan, 1828).
オランダ語
G. Komrij, Geheime geschiedenis van Byzantium. Zesde eeuw. 
Anekdota (Amsterdam, 1970).
H. L. van Dolen, Verzwegen verhalen. Een schandaalkroniek 
uit Byzantium (Amsterdam, 2005).
セルビア語
























































































































































































村田が 2010年 9月から 2013年 8月まで、23回にわたって
行ったギリシャ語読書会の成果である。我々がこだわった
のは、『秘史』の原文をまず近代語風に朗読し（近代語読み
は国際学界のスタンダードである）、ついでそれを可能な限
り忠実に訳すことである。これは私が 10年以上前にバーミ
ンガム大学に留学した際に学んだ方式でもある。我々から
すればすでに圧倒的な読解力の持ち主である学者たちが定
期的に集まってギリシャ語を輪読する光景に、私は強い印
象を受けた。ギリシャ語読解力の習得と向上は日々の地道
な努力以外に道はないというのが私の率直な感想である。
『秘史』の読解も決して容易な作業ではなかった。正確な訳
になっているとすれば、それは共同の作業であったことと
我々の読解力が徐々に増したことによる。これからビザン
ツ史の世界に入らんとする若者には、ギリシャ語は読めて
当然という国際学界の流れを踏まえ、20歳代での地道な修
練を薦めたい。最後に、我々の遅れがちな作業に懇切丁寧
に付き合ってくださった早稲田大学高等研究所ならびに三
美印刷の方々に深謝の意を表したい。（橋川裕之）
